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The image of Nagoya as a international tourist city: 































　 この間、名古屋圏の観光の柱 として推進されたのが、モノづ くりの伝統を活か した観光モデル、
「産業観光」だった。「産業観光」は2007年の観光立国推進基本計画で 「ニューツーリズム」の一つ

















17名の1人がアレックス ・カ一(Alex　Kerr)で、任命は 「京都の町家再生等に取 り組み日本文化
を体感できる観光資源創出に貢献」したことによる。
　1952年にアメリカ ・メリーランドで生まれたアレックス ・カーが、横浜の海軍基地に弁護士と




と名付けてその再生と維持を行いなが ら、 自然体験や地域の活性化 をめ ぐる活動を続けている。
「?」は竹の横笛を意味 し、「?庵」、つ まり竹の横笛の家 という屋号である。2004年には京都の
町家の保存 と再生をめざす株式会社 「庵」を立ち上げた。修復 された町家は旅行者に宿として利
用され、格子窓、虫籠窓、坪庭などの日本的な趣を味わいなが ら京都で暮 らす ように旅ができる
よう考えられている。
　 また 「YOKOSO!　JAPAN大使」に続 き、2008年2月に長崎の離島にある小値賀町の「おぢか観光
まちづ くり大使」に任命され、講演や執筆活動を通して観光分野の提言を精力的に行っている。
外国人観光客のニーズという点では、 日本の観光戦略は観光 とは大型バスの駐車場を作って高齢






と語った(5)。同書は1996年に"Lost　Japan"のタイ トルで英訳されてオース トラリア等を拠点 と
するLonely　Planet　Publicationsから出版 された。99年にイタリア語版Il　Giappone　e　la　Gloria、ポー
ランド語版Japonia　utraconaが続いた。
　 同書が 自身の成長 とその間の 日本の変化を記し た ものだ とすれば、2冊 目の著書Dogs　and
Demons:tales　fromthe　dark　side　of　Japan.2001,　Hill　and　Wangは日本 の現 在 を論 じた もの とな
る。 こち らは英語 で書 き下 ろされ た後、 日本語 訳 『犬 と鬼一 知 られ ざる 日本 の 肖像一 』(講談
社、2002・4)、韓 国語訳 「　　　　　 日本』(Hong-IK　Co,2002)、中国語 訳 『犬 与鬼 』(中信 出版
社、 書 藝 出 版社 、2006)が出 さ れ た。 オ リ ジ ナ ル は"remarkable　portrait　of　modern　Japan"
(New　York　Times,2001.4.15,by　RichardJ.Samuel)と注 目され る と共 に、 司馬遼 太郎 が 『美 し
き 日本 の残 像』の批判 の裏 側 に愛情 を感 じ取 っ た ように、 この本 も"a　product　oftough　love"
(Newsweek,2001.6.25,by　Andrew　Nagorski)と紹介 された。 また複数 の大学 で 日本 の現在 を知 る
ためのテキス トとして活用 されてい る(6)。日本語版 は2002年末 の「朝 日新 聞」書 評委員が選ぶ 「今
年の3点」にも選ばれた。
　"Dogs　and　Demons"、この題 名 はカーが師事 した 白洲正子宅で見た短冊の言葉 に由来 し、その
出典 は 『韓非子』の一節 「犬馬難、鬼魅易」だ とい う。皇帝か ら絵 の題材の難易 を間われた宮廷 画











そ して前述 のように海外 で も広 く読 まれている点で も、同書の中で名古屋 が どの ように描かれて
いるのかを見過 ごす こ とはで きない。 同書 において名古屋 は、京都 の景観が"one　of the　drearier
sights　ofthe　modern　world"と述べ られた後 、その景観の向 こうに姿 を現す。それ は建築の面で
も文化 の面 で も興 味のわかない空間だった。
Across the hills and to the east lies another jumble of concrete boxes called Yamashina, 
and the same landscape continues interminably, past Yamashina to the drab metropolis 
of Nagoya, home to millions of people, but very  nearly devoid of architectural or cultural 
interest. And on it goes for hundreds of miles, all the way to Tokyo, which is only mildly 




For example, the city of Nagoya made plans to wipe out Fujimae, Japan's most important 
tidal wetland (after the loss of Isahaya), and use it as a dump, site. Faced with local 
opposition, the Fujimae project is now on hold — although the future of the wetlands 
is far from secure. Yet Nagoya plans to host Expo 2005 based on the theme "Beyond 
Development: Rediscovering Nature's Wisdom." How many foreigners will attend Expo 
2005, visit charmingly designed pavilions, listen to pious speeches about Japan's love 
of nature and about "rediscovering nature's wisdom," and never guess the devastation 
Nagoya plans for the wetlands right outside Expo 2005's gates?
名古屋は万博後もCOP10の開催 を控えて「環境首都」のイメージを押し出そうとする一方で、「地
域ブランド調査2006」(ブラン ド総合研究所)の 「環境にやさしい」市のランキングで全国779都市
中761位にとどまり、2008年に政府が公募 した 「環境モデル都市」の選にも漏れた。カーの揶揄 は











　 しかし、注意しなければならないのは、彼が古いものに固執 し新 しいものを単に否定 している





道筋 にある有松 は有松絞 りの発祥地 として知 られると共に、卯建や虫籠窓、鬼瓦、海鼠壁、連





　 私は2009年3月に有松 を実際に歩いて、カーのまなざし、を借 りて改めてこの町並みを眺めてみ
た。名鉄名古屋本線有松駅の知多方面行 きのプラッ トホームに降 りると、まず目に入 る風景は
ショッピングセンターであ り、英会話学校や携帯電話会社の広告の看板である。これらや高架橋
は旧東海道筋に出てからも建物の間か ら見 え隠れ し雰囲気や調和 を壊すことになる(9)。たしか




　 こうした現地の姿はガイ ドブックやパ ンフレットでも消しようがない。たとえば2009年3月現
在、市の観光案内所で外国人観光客向けに配 られている英語版観光リーフレッドLIVE　MAP
NAGOYA　2008-2009"での"Arimatsu"のカ ラー写真 には何重 もの電線が写 り込 んでい る。
　 ア レックス ・カーは"Dogs　and　Demons"や『「日本 ブラン ド」で行 こう』(ウェイツ、2003・12)で、
「日本 には 「ソフ ト」イ コール 「技術」という考 えが な くて、生産 ライ ンか ら出て くるモノづ くりの
技 術だけが先端技術だ と頭か ら思い込 んで いる」(『「日本ブ ラン ド」で行 こ う』)と発言 し、 これが
元凶で 日本の観光産業が遅れた とい う見方 を示す。つ ま り、 日本 では観光 は経済 的に立 ち遅 れた
国が行 うことで、経済大国 日本が行 うべ きはモ ノづ くりだ との思 い込 みが根 強 くあった とい うの
だ。 これ は日本全体のあ り方の問題 と して指摘 されている ことだが、名古屋 圏の観光 を考 える場
合 、モ ノづ くりでめ ざま しい発展 を遂 げた反面、観光地 として どう見 られるのか とい う本質 的な
点 を疎か にして きた名古屋 に対す る助言 として響 いて くるのではないだろ うか。
　　　　　　　　　　　2.　 ミシュランの旅行 ガイ ドブ ックのNagoya
　 フランスの タイヤ ・メー カーの ミシュ ラ ンが発行す るガイ ドブ ックには、 レス トラ ンや ホテル
の情報 を紹介 す るものの他 に観光旅行案内の シ リーズが ある。 いわゆる"Le　Guide　Vert"である。
2009年3月現在、 このシ リーズの合計刊行 点数は325件、使用言語 は9言語 にわた る。
　 日本に関す るものは、 まず"MICHELIN　Voyager　Pratique　Japon"が、「ビジ ッ ト ・ジャパ ン ・
キ ャンペ ー ン」の一環 で、 ミシュラ ン、国土交通省 、JNTO、国際観 光サー ビスセ ンターの連携
の もと、2007年4月に訪 日外 国人旅行 者向け実用旅行 ガイ ドブ ック として刊行 され た。その後、"Le
Guide　Vert"が2009年3月に出 され、 日本 で はプ レス リリース の段 階か ら話題 を集め ている。最
高 ランクの評価 を得た 高 山は2009年4月か らパ リに職員 を常駐 させ 国際観光都市振興 の足 がか り
にす る とい う。"MICHELIN　Voyager　Pratique　Japon"はフラ ンス語版 のみであったが、今回 は
2009年9月に英訳 の刊行 も予定 され、 より多 くの読者が手 にとることが予想 され る。"MICHELIN
Voyager　Pratique　Japon"と"Le　Guide　Vert"の異同 も興味深い問題 だが、詳細 は別稿 に譲 り、 こ
こでは"Le　Guide　Vert"を中心 に取 り上げ る。
　 'ミシ ュランのガイ ドブ ックの看板 とも言 えるのが星 による格付 けだ。"Le　Guide　Vert"の場 合
の基準 は、直接 的な旅行先 としての価値 を もつ場 所(Vaut　le　voyage)、が三つ星、寄 り道 を して
訪 れるべ き場所(Merite　un　detour)が二つ星、興 味深 い場所(Interessant)が一つ星 と説明 され
ている。星 がつ いていない名所 も掲 載 される。
　 名 古 屋 は"MICHELIN　Voyager　Pratique　Japon"・"Le　Guide　Vert"とも 一 つ 星 で あ る ・ 予 め
他 の地域 や都市 の結果 を概 観す る と、"MICHELIN　Voyager　Pratique　Japon"で、三つ星 の主な
観光 地 は東京 、京都 、奈 良、富士 山、 日光 、高 山、 白川郷、 同 じ く二 つ星 は鎌倉 、金沢、高 野
山、松 山、大 阪、長崎、一つ星 は横 浜、長 野、神 戸、広 島、仙 台、札幌 な どだった。"Le　Guide
Vert"では高野 山が三つ星 に昇格 し、名古屋 圏 で も"MICHELIN　Voyager　Pratique　Japon"で一
つ星 だった犬 山が もう一つ星 を加 えた。 また四国の欄 では、ア レックス ・カーが 日本の原風 景 を
見 出 した祖谷が"La　vallee　d l'Iya"として新 しく一つ星 で追加 された ことが 目を引 く。そ こでは
西祖谷が二つ星 を得 たほか、彼が再生 した 「?庵」も一つ星の評価 を得 てい る(10)。
　 "Le　Guide　Vert"の地域 別の説明欄 に入 る と、 ここで は大見 出 しに中部が挙 げ られ、名古屋 は
そ の筆頭 に取 り上 げ られ ている。伊勢志摩、高 山、 日本 アルプス、金沢、佐渡 島が続 く。 しか し、
中部全体 の説明で は必ず訪れ るべ き所 に伊勢神宮、高 山、金沢、 白川郷 、木曾谷、 白馬、野沢温
泉、松本城、善行寺が列挙 され る中、名古屋 に関す る言及 は中部 国際空港 が この地方 の出入 り口
となるこ とのみであ る。
　 名古屋圏全体 に関す る説明 は、"Quatrieme　ville　duJapon,　fief　de1'empire　Toyota,　isprospere
Nagoya　s'affirme　desormais　comme　1'un　des　plus　puissants　moteurs　dela　croissance　nippone"
と トヨタが牽引す る経済産業の強 さを印象付け る一文で始 まる。つ いで 自動車、 陶磁器、パチ ン
コ等の産業、戦災 と復興、特 に道路建 設、そ して愛知万博 にふれ る。
　 次に観光地 として見た名古屋 圏について、本 当の観光地 ではない と断った上 で見所 を紹介 する。
聖地 とは熱田神宮 、水族館 は名古屋港水族館 を指すのだ ろうが、域 とあ るの は集一 に名古屋域 と














ついで建築様式の説明が加 えられた後に、戦争や火事や地震 を超えて現存する奇跡が賞賛 され
る。この決定的な差が前述のように必ず訪れるべ き場所に犬山域のみが挙げられた要因と推測 さ
れる。犬山域は二つ星で、城下の庭園 「有楽苑」、茶室 「如庵」もそれぞれ一つ星を得ている。 さ
らに名古屋 と犬山の説明欄の比較対照で もう一つ付け加えるなら、犬山域の説明欄では江戸期の
か らくり人形の展示と実演を行 う「からくり館」が非常に大 きな喜びを味わえる場所だと高評価
を得ているが、同じくからくり人形の歴史と伝統をもつ名古屋の欄ではこの点にふれられていな
い。















ためにどうすべ きか という課題がなお残るだろう。 また出雲大社にしても"MICHELIN　Voyager
Pratique　Japon"では取上げ られていなかったが、"Le　Guide　Vert"ではいきなり二つ星の評価 を
得て、説明文 も熱田神宮の二倍以上の分量である。前述の名古屋城の場合 と同様 に熱田神宮も戦




















　　　　　　　 3.　 Nagoya:Das　werden　der japanischen Gro stadtのNagoya
　 名古屋 市博物館 はウ ィー ン博 物館 と姉妹館 の提 携 を結ん でい る。2008年2月7日か ら5月4日に
かけ てウ ィー ン博物 館 で開催 され た"Nagoya:Das　werden　der　japanischen　GroBstadt"は両館
の4回 目の交流 展 とな る。 カタログ に掲 載 された ウ ィー ン博 物館 館長 ヴ ォル フガ ング ・コース
(Wolfgang　Kos)の序文 にある ように、 ウィー ンと名古屋 との交流で は1873年のウ ィー ン万博 開
催 時に名古屋城 の金の鯱 が 日本館の展示品 として出掛けた こともあ る。その ウィー ン万博が浮世
絵 を中心 とした 日本 文化 ブーム、いわゆるジ ャポニズム をヨー ロッパに巻 き起 こした ことは よ く
知 られているが、 この名古屋展 は、 日本の大都 市の発展 を意味する副題に明 らか なように、そ う
い うク ラシカル な 日本 の美 しさにつ いて美術 品 を通 して紹介 する展覧会 とは全 く異 な るものだ。
域下 町 として栄 えた街 が伝統 と西洋か らの影響 との間で揺 れ動 きなが ら近代 的な都市へ と発 展す
る道筋 を紹介す る もので、 この ように 日本 の一 つの都市 の歴 史 と発展 をテーマに した展示 が ヨー
ロッパで 開催 されるのはほぼ初 めての試 みだ とい う(12)。
　 この展 覧会 は"Die　Presse"、"Kronen　Zeitung"、"Kurier"などウ ィー ンの地元紙 で も大 きく取
り上 げ られた。 た とえば"Die　Presse"は開催 初 日にAnne-Catherine　S monによる紹介 記事 を掲
載 した。侍階級の文化か ら近世 の小説 の発展、北斎漫画、 アメ リカ的価値観 の影響 まで様 々な新
しい発見 が もた らされ、一都市 の展覧会で あ りなが ら100の物語 が語 られ ている ような名古屋 の
多面性 が感 じられ ると紹介 した。
　 また展示 閲覧室の ノー トには"interessant"、"schon"、"super"といった感動 と賞賛 を表 わす ド
イ ツ語 と、 ウィー ンで名古屋 展が 開催 されてい ることへ の驚 きや懐か しさを表 わす 日本語が入 り
混 じって記 され、来場者の熱気が率直 に伝 わって くる。 これ を機 に現代 日本 に関す る展示 をさ ら
に望 む ドイ ツ語 の感想 もあ る。 ドイツ語 は当地の人 々、 日本語 は当地在住、或い は旅行で訪 れた
日本 人の ものであろ う。 日本語 を学習 してい る人が書いた と思 われ る文章 もある。
　 この展覧会 では総頁数279頁の カタログが刊行 され、展示 の模様 やウ ィー ン側が名古屋 をどう
とらえ、 どう紹介 したのか を知 ることがで きる。両館 の責任 者 による序文 に続いて ヴォル フガン
グ ・コースが"Keizo　Kitajima　PORTRAITS+PLACES　1992-2007"で取上 げるのは、 タイ トルに
あ る写真家北 島敬 三 のプロジェ ク ト"PORTRAITS+PLACES"だ。 この プロジェク トの撮影地
に名古屋 も含 まれてい るが、名古屋の特色が映 し出 されてい るわけで はない。 コースが説明す る
ようにむ しろ匿名性 によって街の個性 は消 し去 られ る。つ ま り、 このカダログは 二都市の歴史 と
発展 をテーマ に しなが ら、 ブラ ン ド化 を拒 む試み を取上 げるこ とか ら敢 えて始 まるのだ。
　 こ うした展 覧会の テーマ とカ タロ グの構 成 との前衛性 に対応 して、 カタ ログに収録 され た各
論考 は多彩 な観 点か ら新鮮 な名古屋 イメー ジを打 ち出す。 ウ ィー ン博 物館側 か らの寄稿 で は、
ヴ ォルフ ガ ング ・コースが"Gewachsen　i schnellen　Schuben:Nagoya　und　die　Geschichte　der
japanischen　GloBstadt"を寄せ ている。 これは観光地名古屋 に とって隊 しい一節 か ら始 める。
Beim Durchblättern von Japan-Reiseführern vor der Abreise stellt sich Irritation ein. Fast 
 alle Guides widmen Nagoya nur wenige Stein. Typische Einleitungssätze: „Es gibt nicht 
unbedingt  viele Gründe, warum man seine Zeit ausgerechnet in Nagoya verbringen sollte. 
Die Stadt ist zwar nach Tokio, Yokohama und Osaka viertgrößte des Landes, doch ist sie 





強さは注 目すべ きだとすると共に、明治期のダイナミックな成長 と第二次世界大戦での被害から
の再建を"Palimpsest"、つまり書いてあった文字を消 して再利用 した写本にたとえることで名古
屋に潜在する可能性を提示する。
次にゼ ップ ・リンハル ト(Sepp　Linhart)の"Die　Megalopolis　Nagoya"では、江戸時代か ら現
在までの人口の推移から考察が行われた。リンハル トは日本社会学を研究するウィーン大学の教
授である。彼は流行歌 「大名古屋大行進曲」(中山晋平作 曲、西条八十作詞)を取 り上げ、その歌







的な娯楽 として日本酒を取上げる際はき名古屋城の御畳奉行だった朝日文左衛門の 日記 『鸚鵡籠
中記』を紐解き、江戸の人々が酒を楽 しんだ様子が語られる。挿図には酔った人々 を中国風 に描
いた18、19世紀 の絵皿 や同時期 の酒燗器 が挙 げ られる。そ してこう した侍 の後継者 としてサラ リー
マ ンを位 置付 け、ボ トルをキー プす るシス テムは行 きつ けの店 との関係 を深 め、大都市 に暮 らす
人々の抱 える疎外 感 を埋 め る役割 を果たす と文化 的意味付 けが なされ る。 同 じくパチ ンコが名古
屋発祥 の娯楽 と紹介 され、 この遊戯 を楽 しむ精神性 が群集 と孤独 の 関連か ら分析 される。 この展
覧 会 には戦 後 ま もな くの正村 商会製 のパ チ ンコ台や現代 のパチ ンコ店の広告 が展示 された。一
方、女性 の娯楽 では観劇 を挙 げる。 また演劇 の盛 んな名古屋 の土地柄 を江戸の歌舞伎か ら現代の
ミュージカルや ウ ィー ンフィルハ ーモニーの公演 まで紹介 す る。 この他 、か ら くり入形か ら産業
ロボ ッ トへ の道 の りや近代 の野球 やサ ツカーに もふれ られる。
　 リンハ ル トはこの文章 の中で大須観音地 区の遊郭 としての歴 史に言及 したが、大須観音地区の
現在 を 自ら探 索 したのはオース トリア出身の作 家ザ ビーネ ・シ ョル(Sabine　Scholl)だ。彼女 の
"Kimono,　Auslander　and　Gothic　Lolitas:Die　Geg nd　um　den　Osu-Kannon-Tempel　in　Nagoya"は、
2003年に名古屋 市立大学の客員教授 と して名古屋 に滞在 し、そ の後、2007年に再 び名古屋 を訪 れ
た時の体験 が下敷 きとなった。
　 冒頭 では地下鉄 の車内 でブ ラジル ・ア クセ ン トの ポル トガル語 が耳 に入 ってく る。 シ ョルは
彼 らの言葉 と顔つ きか ら1920年代 にブ ラジルへ移住 した 日本 人の子孫 だ と想像 しなが ら大須 に
降 り立つ。 シ ョル の 目に映 じた大 須 は、名古屋 圏 の産業界 の国際 的競 争力 を支 える外 国人労働
者 のたま り場 であ り、彼女 はそこにいる 自分 を外 国人の中の外 国人 と認識す る。 また大須 は着物
やそ の他 の衣服 を安価 で販売す る場所 で もあった。 そこでは京都 の ような土産物 も売 られていな
ければ、テ ィフ ァニ ーやジ ミー ・チ ュ ウの よ うな高級 ブ ラン ドも見当 た らな い。 そ して コスプ
レや ゴシ ック ・ロ リー タの格好 を した少女 たちの活動場 所 で もあ った。 この点 か らは少子化社
会の影響 と ドレス コー ドに表れた所属意識が導 き出 され る。 シ ョルはこういう大須 を"Kieidung,
Verwandlung,　verschiedene　Identitaten"の場 と意味付 ける。衣服、変身、様 々なアイデ ンティティ
の場 とする ことを通 して、一旦は外 国人観光客 に必然性 の ない場所だ と した名古屋 を様 々な文化
的 ・歴史 的考察 が可能な異 国へ と読 み替えるのだ。なお、 日系 ブ ラジル人の問題 はシ ョルを通 し
て関心 をもった とい うTermini,Isabel."Flug　Nr.　LH737　Nagoya-Frankfurt:ruckwarts　gelesen"
で も言及 される。
　 ドイ ツ ・ル ー ル 大 学 の ウ タ ・ホ ー ン(Uta　Hohn)の"Stadtplanung　in　Japan　am　Beispiel
Nagoyas"は、徳 川家の城下 町 として形成 された名古屋 が現 代 までに辿 った発展 を都 市計画 の観
点か ら考察す る。防火 と商業のため に四間の幅で造 られた道路、 いわゆる四間道が1986年に名古
屋 市の町並み保存地区 に指定 され、現在 も文化的 な観光資源の意味 を担 っている と、名古屋 の観
光 に も目が向け られ る。名古屋 圏 を訪れる人に とっての滞在の クオ リティーが 向上す るこ とが必
要 だ とし、 そのためには広小路大 通 りの再建 が必須 だ と述べ られてい る。 さらに名古屋圏 は既 に
発展 の時期 を終 えた と見極 め、今後 は経済 的な再構造化 、グローバル化 を背景 によ り複雑 な都 市




体的に表 している。このカタログは名古屋が国際的な共同研究対象 に成 り得ることを示すと共に、
正統的な観光地のイメージとはまた別の魅力を海外に伝えることの可能性をも示 している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※
　以上、アレックス ・カーの 日本論、 ミシュランのガイ ドブック、ウィーン博物館の名古屋展を
取 り上げ、それぞれの名古屋像を検討 してきた。前述 したミシュランのガイ ドブックの異同に関




　　光に関する 「外国人ユーザーニーズ」を探る調査が行われ、都市センターでもアンケー ト調査 「外国人
　　がみた名古屋のまちづ くり」の結果が発表されている(「名古屋都市センター機関紙」1993・11)が、 ど
　　ちらも在日外国人を対象 としている。日本政府観光局(JNTO)の外国人向け総合観光案内所ツーリス
　　 ト・インフォメーション ・センター(TIC)では訪日外国人観光客を対象にアンケー ト調査が2006年
　　から行われているが、名古屋圏でもこうした地道な調査と分析がより積極的、かつ継続的に行われる　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o
　 　 こ とが 望 まれ る 。
3　 観 光 地 の イ メ ー ジの 市 場 的 価 値 の 高 さ は注 目 を集 め てお り、 こ の分 野 の 研 究 動 向 はNaoi,Taketo."The
　 　Image　of　Japan　as　a　Tourist.　Destination　as　Perceived　by　British　Residents",　Journal　ofOKAYAMA
　 　 SHOKA　UNIVERSITY,37(2),2001.10:43-70に整 理 され て い る 。
4　 「voice」2009年1月号 の イ ン タ ビ ュ ー で の 発 言 。 ま た 立 教 大 学 「観 光 教 育 イ ニ シ ア テ ィブ 」主 催 シ ンポ
　 　 ジ ウ ム 「こ れ か らの 旅 行 者 像 と もて な し方一 観 光 立 国 実 現 に 向 け た 人 材 育 成一 」(2009年2月20日)で、
　 　 日本 の もて な しの 文化 は 繊 細 な心 配 りが魅 力 だ とす れ ば 、 外 国人 観 光 客 に とっ て は メニ ュ ーが 決 ま っ
　 　 て い る こ と、 そ こ に含 まれ な い こ と を頼 ん だ 時 に 融 通 が 利 か ない こ とが マ イ ナ ス ポ イ ン トだ と発 言 し




7　 「東 京 新 聞 」2002・7・7
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